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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料

令和元年１１月１９日 

件 名 綾瀬・北綾瀬エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 

エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課

都市建設部 交通対策課 

市街地整備室 まちづくり課 

内 容 

１ 綾瀬ゾーン 

（１）綾瀬駅東口周辺地区の地区まちづくり計画骨子（案）について

（別紙１） 

ア まちの現状の整理

（ア） 駅の乗降客数が多く、朝夕の駅前通りがバス、タクシー、一

般車等で錯綜している。 

（イ） 駅前の商業・集会施設が撤退し、活気や景観が損なわれてい

る。 

（ウ） 歩道にゆとりがないことや駅前公園の特性を活かしきれてい

ない。 

（エ） 小中学校の仮設校舎として利用しているため将来の土地利用

計画が未定である。 

イ 将来像

「未来につなぐ 豊かな暮らしと 賑わいあるまち」 

ウ 柱立て

（ア） 駅前の交通利便性の向上

（イ） 連続した店舗の誘導・回遊による賑わいの創出

（ウ） 安全安心で緑と調和した街並みの創出

（エ） 区民のニーズを踏まえた施設の整備

エ 今後のスケジュール

年  月 内 容 

令和元年 12月 第 6回まちづくり協議会にて審議 

（２）綾瀬駅前開発予定地（綾瀬三丁目４番先）について

「綾瀬駅東口周辺地区まちづくり基本方針（案）」（別紙２）を地元

町会自治会連合会や綾瀬駅東口周辺まちづくり協議会に報告の上、開

発事業者へ別紙３とともに提出し、まちづくりの方針を伝える。 
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２ 北綾瀬ゾーン 

東京メトロ千代田線「北綾瀬駅」では、平成３１年３月１６日から当

駅始発の１０両編成、代々木上原方面への直通運転が開始された。 

その後の乗車人員の変化を、次表のとおり報告する。 

【一日平均乗車人員】 

年月 乗車人員 前年同月増減 

平成 31年 2月 17,515人 +1,198人 ↑ 

平成 31年 3月 17,411人 +1,726人 ↑ 

平成 31年 4月 18,616人 +1,591人 ↑ 

令和 元年 5月 19,118人 +2,168人 ↑ 

令和 元年 6月 19,974人 +2,703人 ↑ 

令和 元年 7月 19,197人 +2,515人 ↑ 

令和 元年 8月 18,712人 +2,481人 ↑ 

直通運転開始後 

増加人員合計 
－ +11,458人 ↑ 

 

参考 これまでの経緯 

１ 綾瀬ゾーン 

平成２６年 ６月 綾瀬エリアデザイン計画の策定 

平成２６年 ６月 旧こども家庭支援センター跡地の事業公募を開始 

平成２６年１１月 優先交渉権者として東京建物（株）を選定 

平成２７年 ７月 事業の凍結、東京建物(株)と契約しないことを決

定 

平成２７年 ８月 住友不動産（株）が駅前の開発用地（旧マリアー

ジュなど）を取得 

平成２８年 ８月 旧こども家庭支援センター跡地を綾瀬小学校及び

東綾瀬中学校の仮設校舎用地として活用すること

を決定 

平成３０年 ８月 東綾瀬区民事務所の移転完了、運営開始 

平成３０年 ９月 あやせ保育園移転完了、開園 

平成３０年１１月 綾瀬駅東口周辺地区まちづくり協議会設立 

平成３０年１２月 住友不動産㈱の駅前開発が白紙 

平成３１年 ３月 綾瀬駅東口周辺地区まちづくり協議会より駅前開

発用地に関する要望書を区へ提出 

直

通 

運

転 

前 

直

通 

運

転 

後 
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平成３１年 ４月 住友不動産（株）へ地元要望及び暫定利用の要望

を提出 

令和 元年 ７月 住友不動産（株）より駅前開発用地の暫定利用は

できない旨の回答 

令和 元年 ８月 住友不動産（株）が約２ヶ月にわたり駅前開発用

地の水抜き作業を実施 

 

２ 北綾瀬ゾーン 

平成２７年 ３月 千代田線北綾瀬駅改良工事に関する施行協定締結 

平成２７年 ７月 千代田線北綾瀬駅改良工事着手 

平成２７年 ９月 北綾瀬駅周辺町会、自治会より「北綾瀬駅前ロー

タリー広場に関する要望書」の提出 

平成２９年 ２月 北綾瀬駅周辺交通環境改善計画地元説明会の開催 

平成２９年１２月 北綾瀬駅周辺地区まちづくり勉強会発足 

平成３０年 ５月 北綾瀬駅周辺地区まちづくり協議会設立 

平成３０年 ８月 北綾瀬ゾーンエリアデザイン計画住民説明会開催 

平成３１年 １月 北綾瀬ゾーンのエリアデザイン計画住民説明会 

平成３１年 １月 北綾瀬ゾーンエリアデザイン計画パブリックコメ

ントの実施（２月２８日まで） 

平成３１年 ３月 北綾瀬ゾーンエリアデザイン計画策定 

千代田線直通運転開始 

令和 元年 ８月 北綾瀬駅交通広場調査委託着手 

 

問 題 点 

今後の方針 

１ 綾瀬ゾーン 

地区まちづくり計画の策定に向けて、今回提示した計画骨子をもとに

協議会を中心とした地域の意向を聞きながら検討を進めていく。 

２ 北綾瀬ゾーン 

（１）引き続き交通環境改善等の短期整備を行っていく。 

（２）交通広場調査など中長期整備の検討も進めていく。 

（３）駅近傍のマンション建設や宅地分譲開発、北綾瀬駅近隣駅の乗車人

員等を調査することで、乗車人員増加の要因について検証する。 
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綾瀬駅東口周辺地区まちづくり計画の方針（案） 
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新築 
ホテル 

江北橋通り 

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 2,500 分の 1 の地形図を利用して作成したものである。(承認番号)31 都市基交著第 120 号  (承認番号)31 都市基交都第 23 号、令和元年 8 月 23 日 

新築 
マンション 

新築 
マンション 

新築 
ホテル 

綾瀬駅東口周辺地区まちづくり意識調査結果概要 ＜回答割合の高いもの＞ 

（実施日：2019 年 6 月 1･2 日、会場：綾瀬ハト広場前、回収数：1,496 件） 

【綾瀬駅東口周辺地区に必要なもの】 

 ① 商業施設・店舗の充実（55.3％） 

 ② 歩きやすい歩行環境（41.5％） 

 ③ 自動車、自転車が安全で快適に通行できる道路（30.7％） 

駅前に関連する意見 ＜一部抜粋＞ 

（2019 年 7 月 23 日、第４回綾瀬駅東口周辺地区まちづくり協議会） 

まちづくりワークショップでの意見 

① 全般的に駅前が狭くて、危険なのでどうにかしてほしい。 

② 駅前に駐停車スペースやロータリーなど駅前広場を整備してほしい。 

③ 駅前開発予定地の低層階は商業系用途を誘導してほしい。 

綾 瀬 小 学 校 

こども家庭支援センター等 

跡地 

大規模店舗 
開発予定地 

綾 瀬 駅 

◎東口 

西口◎ 

魅力的で賑わいのある商業環境の誘導 

● 駅前開発用地に賑わいに資する施設の誘致 

● 主要道路沿道の建物低層部へ店舗等を誘導 

● 建物の壁面を後退させ、回遊性を向上 

人と車が安全に通行でき、 
安心でゆとりある駅前に改善  

● バス、タクシー等の滞留空間の整備 

● 駅前通りをゆとりある歩行空間に改善 

駅前のまちづくりと連携した 
施設づくり  

● 跡地活用の幅を広げるために、用途地域等
の見直し 

● 駅前のまちづくりと連携した施設の整備 

緑と街並みが調和し、 
誰もが快適に過ごせる環境の形成  

● 歩行・通行しやすい空間の確保 

● 沿道緑化等により緑の連続性を確保 

● 敷地面積規制による著しい土地の細分化

方向性１ 方向性２ 方向性３ 方向性４ 

連続した店舗の誘導・回遊による 

賑わいの創出  
駅前の交通利便性の向上 

取組む柱１ 取組む柱２ 

区民のニーズを踏まえた施設の整備 
安全安心で緑と調和した 

街並みの創出  

取組む柱３ 取組む柱４ 

綾瀬駅東⼝周辺地区まちづくり基本⽅針（案） ※「地区まちづくり計画」「地区計画」の骨子として想定 

別紙２ 
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まちづくりワークショップのまとめ 
（全 96 件の意⾒を 33 件に集約） 

 

⑧ その他 

（26）区画整理後のまちで基盤は備わっている。交通で不便を感じたことはない。 

（27）建物の不燃化はかなり進んでいる。ブロック塀倒壊が心配な箇所も少ない。 

（28）他の駅前とは違う特色化、東口と西口の個性化を検討。 

（29）地元の店舗が参加できるようなイベントがあると良い。 

（30）町会･自治会への加入率低い。新住民の地域活動への参加促進が課題。 

（31）避難所が公共施設だけでは限界。避難ビル（マンション等との協定）が必要。 

（32）避難に関して東京拘置所や城東職業能力開発センターと連携。 

（33）将来に向けて災害時の共助･公助による高齢者支援が課題。 

新築 
ホテル 

ハト広場 

こども家庭支援 

センター跡地 
（こ家セン跡地） 

綾
瀬
川
通
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公

園

江北橋通り 
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瀬

中 東 京 武 道 館

駅前開発用地 
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１ 
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３ 

駅前通り 

歩道橋 

川
の
手
通
り 

東口改札 

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 2,500 分の 1の地形図を利用して作成したものである。(承認番号)31 都市基交著第 120 号  (承認番号)31 都市基交都第 23 号、令和元年 8月 23 日 

④ 東綾瀬公園及び沿道 

（14）公園脇道路が狭い。道路と公園間に段差や柵があり、途中で出入りできない。 

（15）公園と脇の道路を融合させて遊歩道のようにしてはどうか。 

（16）公園沿いは駐輪場が多く便利。もっと店舗を誘導。飲食店は賑わっている。 

（17）ハト広場の下段を交通広場、上段を歩行者デッキ。又は地下利用を検討。 

（18）通りや公園に木陰やベンチを設け、人の流れを利用して店舗を誘導。 

⑤ 内側の街区（公園より西側） 

（19）武道館への専用歩道を整備。 

（20）表通りから一歩入ると店舗が

無い。人の流れを利用して店

舗を誘導。 

（22）今はないが、今後は土地が細

分化される可能性あり。 

② 駅前通り及び沿道 

（ ８ ）タクシー乗り場やバ

ス停の位置、交通規

制を見直し。 

（ ９ ）歩道を拡充するため

壁面後退やアーケ

ードの設置の検討。 

（10）商業と住宅が混在し

ない方が良い。 

（11）綾瀬小前～こ家セン

跡地前の回遊性を

形成。 

③ 他の幹線道路及び沿道 

（12）綾瀬川通りの歩道が狭

い。車道を一方通行に

してはどうか。 

（13）江北橋通りは無電柱化

されているが、沿道に

店舗は少ない。 

① 駅及び駅前 

（１）全般的に駅前が狭くて、危険。 

（２）駅前に駐停車スペースやロータリーなど駅前広場を整備。 

（３）駅前開発用地に商業施設を整備し、駅ホームと直結。 

（４）イトーヨ－カドー北側から東口改札方面への抜け道が欲しい。 

（５）駅前開発用地の低層階は商業系用途を誘導。 

（６）駅前開発用地の角の見通しをさらに良くしたい。 

（７）駅前開発用地と、こ家セン跡地を交換する。 

⑦ こ家セン跡地・綾瀬小等 

（23）こ家セン跡地に、文化施設が欲しい。 

（24）ハト公園、小学校、こ家セン跡地を

活用した商店街の活性化を検討。 

（25）水害時の垂直避難場所や帰宅困難者

の支援対応を検討。 

 
 
   

新築 
マンション 

新築 
マンション 

新築 
ホテル 

⑥ 内側の街区（公園より東側） 

（21）一部街区は古い戸建てやアパート

が目立つ。 

（22）今はないが、今後は土地が細分化

される可能性あり。 
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料 

令和元年１１月１９日 

件   名 花畑エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 

エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

都市建設部 交通対策課 

市街地整備室 まちづくり課 

みどりと公園推進室 みどり推進課 

内   容 

１ 文教大学東京あだちキャンパスについて 

文教大学東京あだちキャンパス建設工事の仮囲いを利用し、工事のイ

メージアップの進捗状況を以下のとおり報告する。 

（１）現在の状況 

  ア 文教大学出身の著名人によるイラストを掲示 

    施工日 令和元年１１月 ６日 

  イ 文教大学の現役学生の写真や将来の夢などを掲示 

    施工日 令和元年１０月 ８日～９日 

  ウ 近隣の小学校や幼稚園と連携し、アート作品を掲示 

    施工日 令和元年１１月 ９日 杉の子幼稚園 

        令和元年１１月１６日 花畑西小学校  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【イ：学生の写真等掲示完了状況】 【ウ：杉の子幼稚園との取組完了】 
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（２）今後 

文教大学出身の著名人を活用し、文教大学を表現した漫画を１１月

頃掲示する予定である。 

 

２ 文教大学開設に向けた歓迎事業について 

  文教大学開設に向けて、別紙のとおり実施する。 

 

３ 文教大学との連携事業について 

（１）事業名 花畑地域小学校での教育学部生による教室 

（２）主体  大学側  教育学部の教員と学生 

       小学校側 花畑西小、桜花小、花畑第一小 

（３）内容  ３０分授業、個別学習支援、小学生と大学生の交流 

（４）期間  令和２年１月～３月 

・各校 土曜日スクール３回、スプリングスクール２回 

 

参考 これまでの経緯 

平成２７年 １月 花畑エリアデザイン計画を策定 

平成２７年 ３月 ＵＲ花畑団地の約 4.7haの創出用地に文教大学の

進出が決定 

平成２７年 ９月 文教大学が用地を取得 

平成２８年 ３月 ＡＢ街区間廃道敷地を文教大学に売却 

平成２９年 ６月 文教大学と包括的な連携協力に関する基本協定を

締結 

平成２９年 ８月 特別区長会より、地方創生担当大臣と文部科学大

臣に対し、東京２３区の大学の新増設抑制、地方

移転に関する要望書を提出 

平成２９年 ９月 大学の設置等に係る許可基準の一部を改正する告

示の施行について文部科学省が通知 

平成３０年 ３月 文教大学の理事会にて「東京あだちキャンパス」

の名称が正式に決定 

平成３０年１２月 文教大学東京あだちキャンパス工事説明会 

平成３１年 ４月 文教大学東京あだちキャンパス建設工事着手 

令和 元年１０月 毛長川周辺環境整備に伴う計画説明会開催 

 

問 題 点 

今後の方針 

１ 文教大学の周辺環境整備が計画どおりに進むよう、関係所管と綿密に

協力していく。また、その進捗状況について協議会を通じて地域へ情報

発信するとともに、地域の意見を整備内容に反映させていく。 

２ 文教大学と連携し、地域の活性化に繋がる新たな事業の発掘に積極的

に取り組んでいく。 
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月～

仮囲い

横断幕
懸垂幕

フラッグ

ポスター

横断幕
懸垂幕

ポスター

ミニ卓上
のぼり

本庁舎、花畑地
域学習センター、
桜花亭、竹の塚
地域学習センター

横断幕
懸垂幕

商業施設
（ベルクスモールなど）

商店街
（竹の塚駅、

　　六町駅周辺）

区
施設

駅
（竹ノ塚駅）

全施設

令和３年

（仮囲い撤去）

令和元年 令和２年

文教大学

開設事前周知 文教大 Welcome

文教大学開設に向けた歓迎事業について（案）

子どもたちの絵等が貼られる

住民にわかりやすい完成図等の表示

別紙

オリパラ フラッグ

開設事前周知ポスター 文教大 Welcomeポスター

開設事前周知ポスター 文教大 Welcomeポスター

文教大 Welcomeフラッグ

文教大学開設
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料 

令和元年１１月１９日 

件   名 江北エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 

エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

衛生部 衛生管理課 

都市建設部 企画調整課 

市街地整備室 まちづくり課 

みどりと公園推進室 みどり推進課 

内   容 

１ （仮称）江北健康づくりセンターの整備及び事業運営に関する検討の

お願い 

区が整備する「（仮称）江北健康づくりセンター」の円滑な施設運営を

図るため、別紙１のとおり足立区医師会へ依頼を行った。 

 

２ 東京女子医科大学(仮称)東医療センター周辺の事業予定について 

現在、実施している事業箇所及び予定について、別紙２のとおり報告

する。 

 

３ 上沼田東公園周辺地区まちづくり協議会の設立について 

（１）目的 

上沼田東公園の改修・創出用地の活用を行うにあたり、地元住民と

の合意形成を図り、円滑なまちづくりを推進するために設立する。 

（２）範囲 

別紙３のとおり 

（３）構成員 

上沼田町会、谷在家町会、鹿浜押部町会、ＵＲ江北六丁目自治会、

上沼田第三アパート自治会、鹿浜五色桜小開かれた学校づくり協議会 

（４）今後のスケジュール 

年  月 内   容 

令和元年 11月 準備会の開催 

 議題：地区の現状と課題 

協議会の進め方等 

令和 2年 2月 まちづくり協議会（第 1回）の開催 

 議題：公園改修計画について 

 

参考 これまでの経緯 

平成２７年 ４月 東京女子医科大学東医療センター移転の覚書締結 

平成２７年 ６月 足立区議会大学病院誘致促進議員連盟の設立 
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平成２８年 ３月 足立区大学病院施設等整備基金条例の制定、同時

に積立金６０億円計上 

平成２９年 ３月 大学病院施設等整備基金積立金５０億円計上 

平成２９年 ３月 足立区における病院整備の基本方針を策定 

平成２９年 ４月 東京女子医科大学東医療センターの建設及び運営

等に関する覚書を締結 

平成２９年 ９月 東京都より、江北四丁目２１～２３番地について、

土地活用の意向照会 

平成２９年 ９月 足立区から東京都へ大学病院用地、区立小学校及

び公園用地として活用の意向があることを要望 

平成２９年１２月 江北三・四丁目地区地区計画、江北平成公園、上

沼田東公園の都市計画の変更 

平成２９年１２月 大学病院施設等整備基金積立金１０億円計上 

平成３０年 ２月 江北四丁目２２、２３番地の地下埋設コンクリー

ト構造物等撤去工事完了 

平成３０年 ３月 東京都と江北四丁目２２、２３番地について、土

地売買仮契約の取り交わし 

平成３０年 ７月 東京都と江北四丁目２２、２３番地について、土

地売買契約を締結 

平成３０年 ７月 足立区が江北四丁目２２、２３番地について、土

地所有権を取得 

平成３０年 ８月 足立区及び足立区議会大学病院誘致促進議員連盟

より、東京女子医科大学に対し、東京女子医科大

学東医療センター移転に伴う新病院の名称変更に

関する要望書を提出 

平成３０年１０月 東京都と江北四丁目２１番地について、土地売買

契約を締結及び土地所有権を取得 

平成３０年１１月 江北エリアデザイン計画の策定 

平成３０年１２月 東京女子医科大学東医療センターの建設及び運営

等に関する基本協定を締結 

平成３１年 ３月 東京女子医科大学(仮称)東医療センター工事説明

会 

平成３１年 ３月 東京女子医科大学(仮称)東医療センターの建設工

事着手 

 

問 題 点 

今後の方針 

１ 関係所管と綿密に協力して、東京女子医科大学(仮称)東医療センター

の開設及び周辺の環境整備を進めていく。 

２ 周辺の環境整備の進捗状況について、協議会等を通じて地域へ情報発

信し、地域の意向を十分反映させながら、まちづくりを進めていく。 
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別紙３ 上沼田東公園周辺地区まちづくり協議会 区域図 

凡例 

     上沼田東公園周辺地区まちづくり協議会区域 

（旧上沼田小学区域） 

上沼田東公園 

創出用地 

Ｎ 

旧上沼田小学区域 

上沼田東公園 
創出用地 
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料 

令和元年１１月１９日 

件   名 六町エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 

エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

危機管理部 危機管理課 

資産管理部 資産活用担当課 

内   容 

（仮称）六町駅前安全安心ステーション設置に向けて以下のとおり業務

委託を契約したので報告する。 

 

１ 件名  

「（仮称）六町駅前安全安心ステーション」の地域運営準備プロジェク

ト業務委託 

 

２ 委託期間 

令和元年１１月９日（土）～令和２年３月３１日（火） 

 

３ 目的 

（１）ステーションのＰＲや、イベントやワークショップを行いながら、

利用運営にかかる意見を収集する。 

（２）地域に即した防犯活動を行いながら、ステーションの担い手を発掘

する。 

 

４ 受託者 

（１）社名   株式会社Ｃ－ＲＯＷ 

        代表取締役 南 千晴 

（２）所在地  東京都江東区猿江二丁目１番１号 

（３）選定方法 指名競争入札 

 

５ 企画内容 

（１）実施月 １２月、１月、２月、３月 

（２）場所  建設予定地、加平小、住区センター 

（３）内容  ステーション周知・ＰＲ、ふれあいポリスの防犯講話、学

校訪問、ワークショップ、みんなでまち歩きをしながらパ

トロール等々 
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参考 これまでの経緯 

平成２８年 ２月 六町駅前区有地に関するサウンディング型市場調

査を実施（１０者が参加） 

平成２８年 ５月 区民説明会（１回）加平小学校 

街頭説明会（２回）六町駅改札口横及び保塚地域

学習センター 

平成２８年 ９月 六町エリアデザイン計画案パブリックコメントの

実施（１０月１７日まで） 

区民説明会（２回）加平小学校 

平成２８年１２月 六町エリアデザイン計画を策定 

平成２９年 ３月 防犯・防災活動拠点整備検討会議（第１回） 

平成２９年 ６月 防犯・防災活動拠点整備検討会議（第２回） 

平成２９年 ９月 防犯・防災活動拠点整備検討会議（第３回） 

平成２９年１２月 ワークショップの開催（町会関係者） 

平成３０年 １月 ワークショップの開催（ＰＴＡ、地元商店会等） 

平成３０年 ２月 防犯・防災活動拠点整備検討会議（第４回） 

平成３０年 ８月 六町駅前安全安心ステーション設置に向けた基本

的な考え方（案）を策定 

平成３０年 ８月 防犯・防災活動拠点整備検討会議（第５回） 

平成３０年１０月 防犯・防災活動拠点整備検討会議（第６回） 

令和 元年 ９月 防犯・防災活動拠点整備検討会議（第７回） 

令和 元年 ９月 六町エリアデザインオープンハウス型説明会 

 

問 題 点 

今後の方針 

１ 地域に即した防犯活動を試行しながら、（仮称）六町駅前安全安心ステ

ーションの担い手を発掘していく。 

２ 足立区防犯専門アドバイザーの助言や指導を受けながら業務委託を遂

行し、（仮称）六町安全安心ステーションの円滑な運営へ繋げる。 
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料 

令和元年１１月１９日 

件   名 千住エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 
エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

市街地整備室 まちづくり課、千住地区まちづくり担当課 

内   容 

北千住駅東口周辺地区まちづくりの取組み状況について、以下のとおり報

告する。 

 

１ アドバイザリー会議の開催結果について 

（１）日  時 令和元年１０月１１日（金）午後３時～午後４時３０分 

（２）場  所 足立区役所南館１２階 １２０５-Ｃ 

（３）参 加 者 学識経験者６名、委員（区職員）６名 

（４）目  的 北千住駅東口周辺地区まちづくり構想の変更案について学

識経験者から意見等をいただくため。 

（５）主な意見  

   ・ 当地区の将来像に対して、区の考えや方向性をできるだけ具体的

に記述すべきである。 

   ・ 当地区は人口が減少しており、区平均と比較すると高齢化率も高

いため、今後どのような取組みを行うかなどの検討が必要であ

る。 

 

２ 北千住駅東口周辺地区まちづくり構想（変更案）（別添資料 千住関連） 

（１）地区の将来像 

「協働・協創により実現をめざす 下町情緒と新しい街並みが調和す

る、安全で安心して暮らせるまち」 

（２）３つの目標 

   ・ 災害に強く、犯罪の少ない安全安心なまち 

   ・ 活気とにぎわいのあるまち 

   ・ ユニバーサルデザインに配慮した住み続けられるまち 

 

３ パブリックコメントの実施について 

（１）内  容 北千住駅東口周辺地区まちづくり構想（変更案） 

（２）募集期間 

令和元年１２月１日（日）～令和２年１月８日（水） 

（３）周知方法及び閲覧配布 

  ア あだち広報１１月２５日号による告知及び区ＨＰ、ＳＮＳによる周

知 
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  イ まちづくり課窓口にて資料を閲覧、配布するとともに、区民事務所、

中央図書館、区政情報課、政策経営課でも資料を閲覧、配布する。 

 

４ 地元説明会について（別紙） 

（１）内  容 北千住駅東口周辺地区まちづくり構想（変更案） 

（２）日  時 令和元年１２月１３日（金）午後７時～午後８時３０分 

     令和元年１２月１４日（土）午後１時３０分～午後３時 

（３）場  所 千寿常東小学校 体育館 

 

５ 今後の予定 

時   期 内   容 

令和元年度 

11月 21日 まちづくり連絡会（第 65回）開催 

12月 1日 

～1月 8日 

パブリックコメント実施  

12月 13、14日 地元説明会開催 

1月下旬 まちづくり構想変更決定 

 

 

参考 これまでの経緯 

１ 千住一丁目再開発 

平成２６年 ６月 千住一丁目地区第一種市街地再開発準備組合設立 

平成２７年 ７月 都市計画決定 

平成２８年 ４月 組合設立認可 

平成２８年１２月 権利変換計画認可 

平成２９年 １月 除却工事着手 

平成２９年１０月 除却工事完了 

平成２９年１１月 工事着手 

平成３０年 ３月 再開発組合が千住一丁目町会、千住二丁目町会及び

千住本町商店街振興組合と風環境、多目的室利用に

関する覚書を締結 

 

２ 千住大橋地区 

平成１８年 ３月 住宅市街地総合整備事業開始 

平成２４年 ４月 千住大橋さくら公園開園 

平成２６年 ２月 駅前広場完成 

平成２６年 ４月 ポンテポルタ開業 

平成２８年１２月 千寿小学校仮校舎建設 

平成２９年 ３月 隅田川スーパー堤防全面開放 
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３ 北千住駅東口再開発 

平成２８年 ８月 北千住駅東口地区市街地再開発準備組合設立(南地

区） 

平成２９年 ８月 北千住駅前地区市街地再開発準備組合設立（北地

区） 

 

問 題 点 

今後の方針 

今回提出した北千住駅東口周辺地区まちづくり構想（変更案）をもとに、

パブリックコメントや住民説明会を実施し、地域の声を聞きながら進めてい

く。 
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料 

令和元年１１月１９日 

件   名 竹の塚エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

内   容 

１ 竹の塚エリアデザイン計画について 

  別紙のとおり、現況土地利用の比較分析を行った。 

 

参考 これまでの経緯 

１ 竹ノ塚駅付近鉄道高架化 

平成２３年 ３月 都市計画決定 

平成２３年１２月 事業認可 

平成２４年１１月 工事着手 

平成２８年 ５月 下り急行線高架化 

平成３１年 １月 事業認可変更（期間延伸） 

令和 元年 ８月 東武鉄道と変更施行協定締結 

令和 元年 ９月 竹ノ塚駅新駅舎デザイン公表 

 

２ まちづくりについて 

平成２０年１２月 竹ノ塚駅周辺地区まちづくり構想策定 

平成２３年 ３月 区画街路第１４号線及び東口駅前広場 

都市計画決定 

平成２３年１２月 区画街路第１４号線事業認可 

平成２６年 ３月 竹ノ塚駅周辺地区（中央ブロック） 

地区まちづくり計画策定 

平成２７年 ３月 区画街路第１４号線事業認可変更（期間延伸） 

平成２７年 ３月 竹ノ塚駅周辺地区（中央ブロック） 

地区計画（素案）説明会（１回目） 

平成２９年 ３月 区画街路第１４号線事業認可変更 

（区域変更、期間延伸） 

平成２９年 ３月 竹ノ塚駅周辺地区（中央ブロック） 

地区計画（素案）説明会（２回目） 

平成２９年 ７月 竹ノ塚駅中央地区地区計画（原案）説明会 

平成２９年１１月 竹ノ塚駅中央地区地区計画決定・告示 

平成３１年 ２月 竹ノ塚駅周辺エリア都市再生検討会トップ会議 

 

問 題 点 

今後の方針 

鉄道高架化に合わせた魅力あるまちづくりの早期実現に向け、まちの分

析とまちの動向を注視し、エリアデザイン計画を検討する。 
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竹の塚エリア現況分析 

土地利用の推移 

①足立区 

 
②竹の塚エリア 

 
③竹ノ塚駅東口 

 
④竹ノ塚駅西口 

 
出典 すべて土地利用現況調査(平成 23 年、平成 28 年) 

＜調査対象町丁目＞ 

竹の塚一丁目、竹の塚二丁目、竹の塚三丁目、竹の塚四丁目、竹の塚五丁目、竹の塚六丁目、竹の

塚七丁目、西竹の塚一丁目、西竹の塚二丁目、六月一丁目、六月二丁目、六月三丁目、栗原二丁

目、栗原四丁目、西保木間一丁目、西保木間二丁目、西保木間三丁目、西保木間四丁目、伊興一丁

目、伊興二丁目、伊興三丁目、伊興四丁目、伊興五丁目、伊興本町一丁目、伊興本町二丁目、東伊

興一丁目、東伊興二丁目、東伊興三丁目、東伊興四丁目 
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料 

令和元年１１月１９日 

件   名 西新井・梅島エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 
エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

市街地整備室 まちづくり課、中部地区まちづくり担当課 

内   容 

１ 西新井・梅島エリアデザイン計画について 

西新井・梅島エリアデザイン計画の進捗状況について、以下のとおり

報告する。 

（１）西新井・梅島エリアデザイン計画の方向性について 

人口動態など統計データに基づく現状分析及び住民説明会等でのア

ンケート結果を踏まえて、「西新井・梅島エリアデザイン計画の方向性」

を作成した（別紙）。 

 

（２）今後の予定 

令和元年１２月   エリアデザイン計画(案)の策定 

令和元年１２月   エリアデザイン計画(案)住民説明会（予定） 

   ・ 時間（予定）  １２月１８日（水）午後７時～午後８時 

   ・ 場所（予定）  こども支援センターげんき 

   令和元年１２月    パブリックコメントの実施 

   ・ 募集期間（予定）１２月１９日（木）～１月１８日（土） 

   ・ 周知方法    あだち広報及び区ＨＰ、ＳＮＳ 
   ・ 閲覧配布    政策経営課、区民事務所、中央図書館、区政

情報課 

   令和２年 ３月     エリアデザイン計画策定 

 

参考 これまでの経緯等 

１ エリアデザイン計画について 

  令和 元年 ７月  西新井駅及び梅島駅にて、オープンハウス型説

明会を実施 

  令和 元年 ８月  こども支援センターげんきにて、住民説明会を

実施 

 

２ 西新井駅周辺について 

  平成２７年 １月  西新井駅西口交通広場の都市計画変更 

  平成２８年 ２月  東西自由通路について、東武鉄道、イオンリテ

ール及び区の三者で勉強会を開始（現在休止） 
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  平成３０年 ４月  既存通路活用案で協議を継続することを決定 

  令和 元年 ７月  東武ストア西新井店解体着手 

 

３ 都市基盤について 

  昭和３２年１２月  西新井公園の都市計画決定 

  昭和４１年 ７月  補助第２５５号線の都市計画決定 

 

４ 都営梅田八丁目アパートについて 

  平成２０年度    建て替え工事着手 

  平成２９年７月   既存建物（創出用地）の解体完了 

 

５ 事業中の都市基盤 

  ・主要区画道路②  令和２年度完了予定 

  ・補助第１３８号線 令和３年度完了予定 

 

問 題 点 

今後の方針 

１ 西新井・梅島エリアデザイン計画については、今回示した「西新井・梅

島エリアデザイン計画の方向性」を骨子として、策定作業を進めていく。 

２ 西新井駅西口駅ビル建替え等について、検討会の開催等により東武鉄

道との調整を継続する。 
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